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地域で暮らすご高齢者とその 

ご家族に向けての情報紙です 

 

高齢ドライバー問題 
４０代の方の、こんな経験談があります。コンビ

ニの駐車スペースにバックで入り、ブレーキを踏

んだがなぜか車が止まらない。強く踏んでも下

がり続けた。慌ててもう片方のペダルを踏み直

すと、今度は勢いよく後ろに突進し、車輪止め

に乗り上げてしまった。最初に正しくブレーキを踏

んで車は静止していたのですが、隣の車が前

方に動き出したために、

下がり続けていると錯

覚してアクセルを踏ん

でしまったわけです。 

高齢者がアクセルとブ

レーキを踏み間違えて

事故を起こしたニュー

スを聞くたびに、自分に関しては、そんなミスはあ

りえないと思っていましたが、踏み間違えの裏に

は、高齢者でなくても陥るこんな錯覚が隠れて

いるのかもしれませんね。 

「長く、安全に運転を続けたい」と願うお年寄り

にとって、大きな不安となるのが認知症です。 

認知症による記憶力、判断力の低下は、運転

の大きな妨げとなります。2015年6/11付けの日

本経済新聞に、次のような見出しの記事が掲

載されていますので、紹介いたします。 

 

『『『『認知症疑認知症疑認知症疑認知症疑いならいならいならいなら医師医師医師医師のののの診断義務付診断義務付診断義務付診断義務付けけけけ    改正改正改正改正

道交法成立道交法成立道交法成立道交法成立    免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消しししし急増急増急増急増もももも』』』』 

75757575 歳以上歳以上歳以上歳以上のドライバーをのドライバーをのドライバーをのドライバーを対象対象対象対象にににに、、、、記憶力記憶力記憶力記憶力やややや判判判判

断力断力断力断力をををを測測測測るるるる「「「「認知機能検査認知機能検査認知機能検査認知機能検査」」」」のののの強化強化強化強化をををを柱柱柱柱としたとしたとしたとした

改正道路交通法改正道路交通法改正道路交通法改正道路交通法がががが 11111111 日日日日、、、、衆院本会議衆院本会議衆院本会議衆院本会議でででで可可可可

決決決決、、、、成立成立成立成立したしたしたした。。。。免許更新時免許更新時免許更新時免許更新時などのなどのなどのなどの同検査同検査同検査同検査でででで認認認認

知症知症知症知症のののの恐恐恐恐れがあるとれがあるとれがあるとれがあると判定判定判定判定されたされたされたされた人人人人にににに医師医師医師医師のののの診診診診

察察察察をををを義務付義務付義務付義務付けるけるけるける内容内容内容内容でででで、、、、早期発見早期発見早期発見早期発見によるによるによるによる事故事故事故事故

防止防止防止防止がががが目的目的目的目的だだだだ。。。。免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消しがしがしがしが急増急増急増急増するするするする可能可能可能可能

性性性性もありもありもありもあり、、、、高齢者高齢者高齢者高齢者のののの移動手段移動手段移動手段移動手段のののの確保確保確保確保がががが課題課題課題課題にににに

なりそうだなりそうだなりそうだなりそうだ。。。。75757575 歳以上歳以上歳以上歳以上のドライバーはのドライバーはのドライバーはのドライバーは３３３３年年年年ごとのごとのごとのごとの

免許更新時免許更新時免許更新時免許更新時にににに認知機能検査認知機能検査認知機能検査認知機能検査をををを受受受受けているけているけているけている。。。。

現行法現行法現行法現行法ではではではでは「「「「認知症認知症認知症認知症のののの恐恐恐恐れれれれ」」」」とととと判定判定判定判定さささされれれれ、、、、道路道路道路道路

逆走逆走逆走逆走やややや信号無視信号無視信号無視信号無視といったといったといったといった交通違反交通違反交通違反交通違反をををを犯犯犯犯していしていしていしてい

ればればればれば医師医師医師医師のののの診察診察診察診察をををを受受受受けけけけ、、、、認知症認知症認知症認知症とととと判明判明判明判明すればすればすればすれば

免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消しかしかしかしか停止停止停止停止となるとなるとなるとなる。。。。改正法改正法改正法改正法ではではではでは同検同検同検同検

査査査査でででで認知症認知症認知症認知症のののの恐恐恐恐れがあるとれがあるとれがあるとれがあると分分分分かればかればかればかれば、、、、交通違交通違交通違交通違

反反反反のののの有無有無有無有無にかかわらずにかかわらずにかかわらずにかかわらず受診受診受診受診をををを義務付義務付義務付義務付けるけるけるける。。。。ここここ

のほかのほかのほかのほか一定一定一定一定のののの交通違反交通違反交通違反交通違反をををを犯犯犯犯したしたしたした人人人人もももも臨時臨時臨時臨時にににに検検検検

査査査査をををを受受受受けけけけ、、、、認知症認知症認知症認知症のののの恐恐恐恐れがあればれがあればれがあればれがあれば受診受診受診受診がががが必要必要必要必要

になるになるになるになる。。。。近近近近くくくく公布公布公布公布されされされされ、、、、２２２２年以内年以内年以内年以内にににに施行施行施行施行されるされるされるされる。。。。

（（（（中略中略中略中略））））警察庁警察庁警察庁警察庁のまとめではのまとめではのまとめではのまとめでは、、、、14141414 年年年年にににに認知機認知機認知機認知機

能検査能検査能検査能検査をををを受受受受けたのはけたのはけたのはけたのは約約約約 143143143143 万万万万８８８８千人千人千人千人。。。。このうちこのうちこのうちこのうち

認知症認知症認知症認知症とととと診断診断診断診断されされされされ、、、、免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消し・し・し・し・停止停止停止停止にににに至至至至っっっっ

たのはたのはたのはたのは 356356356356 人人人人だっただっただっただった。。。。改正法改正法改正法改正法でででで検査検査検査検査やややや受診受診受診受診のののの

機会機会機会機会がががが増増増増ええええることでることでることでることで、、、、免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消

しなどがしなどがしなどがしなどが急増急増急増急増するするするする可能性可能性可能性可能性もあるもあるもあるもある。。。。

地方地方地方地方ではではではでは鉄道鉄道鉄道鉄道やバスなどやバスなどやバスなどやバスなど公共交公共交公共交公共交

通機関通機関通機関通機関がががが少少少少なくなくなくなく、、、、車車車車でのでのでのでの移動移動移動移動がががが

欠欠欠欠かせないかせないかせないかせない。。。。免許取免許取免許取免許取りりりり消消消消しによっしによっしによっしによっ

てててて高齢者高齢者高齢者高齢者がががが外出外出外出外出のののの手段手段手段手段をををを失失失失うううう恐恐恐恐

れもありれもありれもありれもあり、、、、改正法改正法改正法改正法にはにはにはには移動手段移動手段移動手段移動手段をををを

確保確保確保確保するするするする対策対策対策対策をををを求求求求めるめるめるめる付帯決議付帯決議付帯決議付帯決議

がががが付付付付けられたけられたけられたけられた。。。。 

                              

認知症は、高齢ドライバーの家族にとっても心

配の種です。では、本人や家族が運転に不安

を感じた場合、どの段階で対策を講じればよい

のでしょうか。 

国立長寿医療研究センター 長寿政策科学

研究部長・荒井由美子医師は、次のように言

われています。 

「認知症であれば、物忘れなどに対する深刻 
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味を伴う自覚（病識）は、一部の軽症の方を除

けばほとんどありません。それ故、認知症の患

者さんが自ら認知症を心配して病院を受診する

ことはまずありません。介護者の方が患者さん

に良かれと思って病院の受診やデイサービスを

勧めたり、自動車運転を止めさせようとしたりして

もしばしば素直に応じてもらえないのは、病気に

対する自覚が不十分なためです。 

認知症の『疑い』の段階であっても、安全に運

転できないと思ったら専門機関に相談に行って

ください。各地の運転免許センターに適性相談

の窓口があります。一人で悩まず、早くアドバイ

スを受けるのが望ましく、その上で運転する人の

考えや立場を家族が共有することが理想的で

す。特に『なぜ運転を続けたいのか』を知ること

はとても大切なことです。生きがいなのか、移動

の手段なのか、その両方なのか。それが分か

れば、（運転をやめた場合に）どんな支援が必

要かを考えることができます。大事なのは『説得』

よりも『納得』。仮に運転をやめて不便になっても、

家族や周囲がこうやって支えて行くと伝えれば、

本人の安心につながるかもしれません。単に

『危ないからやめて』ではなく、運転をやめた後

の生活を一緒に考えて行くことが大切です」 

（出典）『家族介護者のための支援マニュアル―認知症高齢者の安全と

安心のために―』 

 

９月１０日、オレンジカフェを
開催いたしました 

橋目地区での開

催は初めてでした

が、当日は地域

の方々を筆頭に、

多数の方々に

お越しいただく

ことが出来、

大盛況のうち

に幕を閉じました。マッサージコーナー（あいらい

ふ）、お薬相談コーナー（アイセイ薬局）も、黒

山の人だかりで、このまま来場者が増えてパン

クしたらどうしようといったうれしい悲鳴も。 

次回の開催日は未定です

が、近日中には、より充実し

た内容のオレンジカフェを皆

様にご案内できるように、現

在スタッフ一同、知恵を絞

って企画を練っておりますの

で、お楽しみに。 

 

介護のことば・認知症の症状② 
９月号では、認知症の周辺症状（BPSD）の具

体例として、「徘徊」と「弄便」について紹介しま

した。今回は、認知症の初期によくみられる、

「物盗られ妄想」を紹介します。 

認知症が進行すると、いつ、どこに、何をしまい

込んだのかを忘れてしまいます。お金、通帳、

貴重品を失くしたと騒ぎ、あちこちを探し回っても

見つからないと、同居の家族に疑いの目を向

けるようになります。これが「物盗られ妄想」です。

疑う相手が家族の場合は、大きなトラブルとな

らずに済むケースも多いですが、担当が頻繁

に変わる訪問介護のヘルパーが疑われた場

合、本人との信頼関係が出来上がっていない

こともあり、妄想が悪化する場合があります。ま

た、物が無くなり易い環境が要因となっている

場合もあるので、貴重品をしまう場所を分かりや

すくする工夫をしてあげると、トラブルを未然に防

ぐことが出来るかもしれませんね。 

                               

 

 

 

金魚すくい 
コーナー    

連絡 
次回の高齢者高齢者高齢者高齢者ケアケアケアケア講座及講座及講座及講座及びびびび家族家族家族家族のののの集集集集いいいいは下

記の通りです。 

なお、今月（１0 月）の開催はありません。 

○○○○会場会場会場会場    西部地域福祉センター（宇頭町）    

○○○○日時日時日時日時    11/10（木）    午後 1 時半～3 時半 

○○○○内容内容内容内容 「健康づくりと栄養について」  

講師・岡崎保健所健康増進班 

談話 
コーナー    


